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3期  岩井 修

長年勤務した会社を退社し、新規巻き直しで

ニッショーに入社しましたが、60歳を迎え、仕

事が一段落したこともあり、この 4月 退社 しま

した (現在失業中)。 忙しくはしておりますが

、心の中はゆっくり時間が流れております。「

やまざと」を読んでおりますと、KUWVの人々 (

03を 含む)の心の中には、いつもこのような時

間の流れがあったのですね。

この 7月 よリインターネットというヤヤコシ

イものにも入りました。ワンゲルのHPに も早

速タッチしてみました。皆様の努力を本当に有

り難いと思っております。

さて私は家庭の事情もあり、現在蓄電中です

。錆付いた英会話を磨き直し.コ ンピューター

ももう少しできるようになりたいものです。来

年はlntercultural Voraunteerと して活動を開

始する計画です (現在登録はしておりますが、

自分でやらねば何も始まりません )。

さて、天敵田村教祖に一言 :"子供の躾は父

親の役割"には賛同します。最近講演会で"子

供が親の思うように育つたら「子育て失敗」 "

と聞きました。我が家の息子は田村教祖のよう

に育つてしまいました。「大成功」です !

お誘いのあった南竜ケ馬場へは残念ながら行

けませんでした。前回のメールでは"家の事情
"と 、軽く流しましたが、実は母の介護が大変

で、愚妻より「協力しないなら里に帰らせてい

ただきます」と宣言されて、仕事を辞めて現在

失業中なのです。特にお許しを得て、 9月 9日

～10日 に立山で開催された第 3期 WVOB会 には出

席できましたが、本当に楽しいひと時でした。

来年は「山の坊スキー場周辺」で開催の予定だ

そうです。その時村田女史 (お爺さんとお婆さ

んに紛れ込んだ美人)が "オフラチナヤ山"に

登つた話をされ、ワンゲルHPに詳細あり、と

のことで、久しぶりにHPを拝見しました。

私は学校に通うのに忙しくしております。

先日英会話学校の先生から「禅とは何か ?」 と

質問され、国りました。正解は"識らずない"

(達磨禅師の答え)ですが、それでは理解して

もらえません。現在、禅の研究とその翻訳に励

んでおります。その先生は10月 末にはアメリカ

に帰りますので、それまでに何とか
″

禅"の概

念を把握してもらいたいと考えております。

また、来年のWV活動に備えて、身体の トレー

ニングのため (実は轟妻に催促されて)畑仕事

にも励んでおります.山 口では雪が降らないた

め、野菜作りはこの秋からがシーズンです。来

年には学校と失業保険を卒業し、本格的に第二

の人生に入ります。今回第 3期同期会の幹事を

して頂いた西尾氏・高島氏、HPの maintenanc

eを しておられる奥名会長、舟田さんに感謝し

て、メールを終わります。

04期森島

れ

=菫

誉
くめ、山に小屋作業にと楽 しんでおら

いや、ご苦労さまなこと感謝です。

06期大崎

07期四十万
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獨駆温」
山のシーズンが終わ つた ら、今度はスキーだ。

久 しぶ りなので、練習 しようっと。

せいこ

曇然葎[:Ittiなたお増冒童頌T平ギE転務

加藤 さんヘ
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l¬ 期加藤

御嶽山登頂速報 (今後、森川より詳報ありの予
定 )

:%:∝ど将豪発 (タ クシー 近鉄、」Rバ ス
ロープウエイ)

9:30七 合目着食堂にて山菓そば食す (森川は
パスでほろ酔いにてコー ヒのみ )

18::躊島宗塵鯨力餅がうまそうだがパス。
11:30頃八合目女人堂着 小屋にてハヤシライ

スを食す
13:0鶴

言すF裂鼻8性百詈急驚雰8美葬∃′く
ック)

揺::8雛宝号じ寧守うグ保0
17:3観

織子雪恵る悪し。食えるオカズは金平
ごぼうと森川の持つてきたふりかけのみ

それでもお茶漬けにして二杯の飯のお替
りをしたが。

:γ%起電」緩鷲γ嘱纏f境。度の展望

ぜ難魏 離曇
言生百ふ禁番言号要数弯たケ

ドリップ
12:00五の池小屋下山開始

曇
叢が雪否曇暑↑

適 朴葉味嗜もあり朝

33大久保
50頃我が家無事着

10/9
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1婚」言
至曇
「 盗ザ

:10頃美濃大田着 名

1;癸塔速)

::楽言快速)

:籍萌警速)

30(快 速 )
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属奮饗:マ垢体重があまリヘってぃなかった。

11期 森川

御嶽初登頂成功.補足説明.

1.K氏の食欲

10月 7日  5:45味 噌汁だけ

10月 9日  7:00め し2杯

10:30山 菜そばとバナナ 2本

10:00五 平餅 5本

12:30ハ ヤシライス

13:30釜飯

15:00柿 の葉寿司

17:30め し3杯

この馬力で山に登るのだから、同伴者は大変、

但し、15分過ぎるとやたらに写真を撮りたがる

.御蔭で、24枚撮 6本使用して、家で調べたら

残りは 1枚のみ.い <ら 、食欲の秋でも…。

2.K氏 のナンバ術

(1)その 1 10月 8日 御来光を見に行き、親

子の女性をゲット。山小屋から二の池、サイの

川原、三の池まで、約 3時間デー ト.

(2)その2 10月 9日 飛騨小坂の真智で五平

餅売りのおばさんゲット.御蔭でコーヒー御相

伴になる.

3.感想

御嶽は 360度展望もよく、山頂の池巡 りは自山

とは趣が異なり、花の時期、夏にまた是非行き

たい山である.有名な割りにゴミもなく、山道

も歩かれた様子もない.四の池のように、水が

溜まっていないのに、川として流れ (ロ ープウ

ェイ山頂駅より見える)滝として落下している

.濁河温泉は、国有地なので廻りは自然が残つ

ており、湯の質もよく静かな温泉でした.是非



一度は味わつて下さい。

相棒と天候と紅葉と温泉に恵まれ、クリマメの

本とシラタマの本の実も味わえた優雅な旅でし

た。

・4.写真参照方

す
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と
時
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ン
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て
を

エ
ラ
き

て
そ
と
想
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つ

つ

ｏと
感
技
な
い

れ
ね
い

小ヽ
お
思

こ
よ
な
で

・
な

・

区　れ　　は盤
　　値わ

じゃ、マックG3に Flnal Cut Proを 走らせて
、私も挑戦してみるか。

皇墨3原 t、 雰言
編集長、原稿提出時の写真はjp

では、白山をお楽しみあれ !

今、名古屋に向かうしらさぎの中。なかなか

充実した一日でした.

きのう (3日 )は、松本から金沢ヘバス。奥

飛騨の紅葉はしっとり濡れていました。金沢か

ら福井まで来朝、さらに勝山まで京福電鉄で 1

時間弱。

勝山駅には無料のレンタサイクルがあったの

で、それを借りることにします。ギアつきが無

料とは嬉しい話です。 (市役所がスポンサーの

ようです)。

駅から30分 くらいこぐと平泉寺に着きます。

夕暮まで境内を散策。平泉寺の村自体も。ゆる

く傾斜した道にそって豊富に水が流れ、屋敷も

富豪を思わせ、なかなか趣があります。

宿は平泉寺旅館といって、ちょっとした割烹

(と いっても食堂に近い)の上のフロアーです

。特に情緒はありませんが、平泉寺に近いのが

取り柄です。

翌日、つまり今朝は 6時 に起きて谷峠にむか

います。4時間かかるかと心配した道がわずか

に2時間。坂が思いのほか緩やかなので した。

途中にはずいぶん廃屋が目立ちます。

谷峠から白峰まではあっという間。資料館と

紬のデモを見て、白峰は早々に去 ります。下に

下りる北鉄′ヽスが 1日 に 3便 しかなくなってい

るのには驚きました。

復路、谷 トンネルの少し手前で右手に入る自

木峰林道を上がります。しばらく行くと開けて

自山がばっちり見えますね。そこにお目当ての

「僻村学校」の新 しい建物が二つ建っていまし

た。あとは、 トンネルをくぐって一路勝山に下

るのですが、雑木林の紅葉はなかなかのもので

した。

終日快晴。京福電車から振り返れば、自山が

ばっちり見えました。そして空は夕焼け色に。

以上、高橋治の「さまよう霧の恋歌」の現地

検証の旅でした.

11期芝田

F戦8異おL姦言だあだ驀書奪暮警雰犠学1｀

け

::[::8';::::[:iliは iti
:

llヨ送た鼻
]it:[illi11:く

すヽき
一口ク

ｏ

ル

や
ンヽ
ち

ｒ
ヽ
つ

オ
く

デ
な

ビ

し
ル
集

夕
編

ン̈
を

デ
＞

た
主

つ
が

ま
行

た
旅

も
州

し
欧

た
と

わ
ド

-110-



望
は
＞

。全
む
ケ″̈螂”

‐６
北

，ネ

高

，は
＜

標
島
当
ケ

＜
半
本
タ

頂
登
＜
ズ

山
能

ｏ
ス

ま

で

。

き
ろ
と

開
こ
こ

が
と
の

卜
た
と

一
い
ま

ゲ
聞
ま

の
に
の

尾
場
通

赤
役
不

西
村
は

峠

，に

ヘ

オ
で
前
ム

ナ
い
以
ダ

ブ
ら

・利

ら
く
し
刀

か
り
か
ら

山
ぶ
し
か

箇
年

ｏ峠

五
３
た

，

，
　

し
ま

日
な
い

７
ば
幸

”
れ
ば

３
け
れ

月
な
き

８
し
で

張ヽ
緒

が
出

一

す

へ
ご

で
西
ひ

会
関
ぜ

機

ヽ
ヽ

の
国
度

く
四
今

か
で
た

っ
事
ま

ｏ

せ
用

ｏす

も
の
ん
ま

回
学
せ
じ

今
大
ま
存
々

ｏ　
は
り
に
草

11期長岡

今回, 日数が無 くて,手取川上流域には行き
ませんでしたので,こ の方面は割愛。
なお.話題としては,3年 ほど前の災害でずっ

と不通となつていた新岩間温泉へは開通など。

「景[基J晨こ奎童蒙番li屋1鼈讐ぶ墓晨ぁ

'庄川上流域

け否窮讐喜万F可
ですが,峠から河合村へは抜

し森言ll鷺嵩場騎多巻F復
旧が終わつて開通。

12期津田

いつも楽 しいお便 りうれ しく拝見 しています。
約 2年前に金沢へ戻つて以来、KUWV-OBの 皆様
にお会いしたいと思いつつ果たせないでいます

15期上馬

7月 31日
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て福井の平野部が見え、ササ原に出てからは、
アカモノの実がたくさん目につきました。18:0

:滋 ミ ♂軽 鳥 瑠 理 暫 戦 晃 i湧 淵 砧 ち
ちました。また山頂から避難小屋にかけては、
本のりつばな階段や木道が建設中で した。

小屋では、西宮からの男性 2人 と芦原からの

憲IJ,11圭讐:撃掌卜i:含[言 1首季;
と静かな山でした。

30日 朝も、山の上は霧雨と強風で、あきらめ
て下山しました。また、日を変えて行こうと思
つています。

人 in南竜Jまであとわずかと

15期宇野

15期坂尻

ようやく秋を実感できるようになりました。

事には、どうやらこと
加できないようです。
は地区の春祭 り、「春
幸があつて、急速不参
で名古屋。「秋の小屋
で北海道。近くにいて
も参加できずに終わ り
しいわけでもでもない

悪しからず、ご了承ください。

15期渡辺

[iき[[ili[言
I[「::[,i言li

15期 三宅 毅

いつまでも暑い日が続きますね.この四月に

東京に単身赴任して半年、やはり家族と離れて

暮らすのは寂しいものですね.

仕事も順調な時はいいのですが、会社も含め

てまだまだ景気が悪い時期ですので、苦労して

おります。

最近、身近な人間で体目を悪くする人も多く

、健康には気をつけないといけないですね。も

う若くないですものね.

涼しくなったら、東京の下町歩きをまた始め

ようと思っています.

17期渡辺

この度の水害では我が愛知県西枇杷島町の状況
が全国ニュースに流れて一躍有名になつてしま
つたようです。
自宅は物置と車庫が浸水しましたが幸いなこと
に住宅は浸水を免れました。同期をはじめ皆さ
んにご心配をおかけしました。
ありがとうございました。
二晩避難生活をしていた時にワンゲル時代の沈
澱を思い出しました。違うのは不安の大きさで
す。シュラフと非常食を持参 しましたが「しつ
かりしているわ」という嫌な視線も感じました
が、災書には備えるしかありません。
行政は非常時には全く機能しなくなります。
OBの皆さんにおかれましてもワンゲルのノウハ
ウを活かして
準備されることをお奨めします。

17期藤野
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離げ錮田〕
札わ納林

錢帖
。今洲擦い琳橘

秋の小屋酒場に参加される皆様によろしく。

15期松林

]ラ署:讐翼211誉膚貴夕暑壼lJ睡

`菫

t

。 Yellowstoneは
うなもので、期窄なもので、期

は結構良かつ
い出させる山
、 Grand  Tet

思い出させる山容
ロー、 Grand  Tetonロー、 Grand
ご覧下さい。

18期井上

ご苦労様です。
OB通信で金沢や懐かしき倉谷の様子を知ること

督百お蒼苦号〉貧Eお墓島森五b風邪を引いて
-112-
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いる人が多いようですので、千葉と金沢の 2重
生活で体調を壊されないように気をつけて下さ
い 。

18期大西

ここ大阪は蒸 し暑い梅雨が続いています。
暑 くとも雨のない夏が待ち望まれます。

署名欄に新連絡先を記 してあります。

さて、火・星 ,人  in 南竜は何名集まつた
でしようか。楽 しみにしています。
では、また連絡いた します。

21期 中村 元風

拝啓 残暑厳しい折、いかがお過ごしてしょ

うか.すでにご承知の方もいらっしゃることか

と思いますが、 9月 15日 ～17日 に、自萩の花が

満開の地元大聖寺実性院で行なわれる私の個展

につてご案内させていただきます。

かねてから、一生のテーマとして山を描きた

いと思ってきました.この度、ホテル百万石さ

んの御依頼もあり、自山を最初に、日本百名山

を題材に作品造りを始めました。今回はその成

果を一部を見ていただくことと、永遠のテーマ

である、古九谷をもとにした今九谷のその後の

展開も見ていただければと思います。

何かと忙しい時期かと思いますが、林社中に

よる御煎茶もご用意致しました.是非御高覧い

ただければ幸いに存じます.

24期仲村

讐R妻♀F室摯革譲書嘉あと奮暴葛槙藤書お『
鼻旨雰雲菅むお事専塾山における躍動感の記憶
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聟全管お男宅賢家管変百力でマ蓬喜訳:｀

たので
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26期畠山

次は剣岳、 1泊 2日 で長次郎雪渓へ。 クラ

泉品T鴛慈忌肩なゐ寒瓢お機幕肇篠う単り多タ

iI:::::i:告
稼lil:ii〔 [ミ:

貿憂量奮農量署I:曇驚承1農[I尋ど墨:1
:』 t[票「羊:響醤[鱗奮素鷹を覆11重二
は倉庫にしまっておきます。その間、石だらけ

曼言量言71,P警こ嬌1:F爆姜喜んFツ導

41期 長谷川 夏樹

お久しぶりです。この度は、ワンゲルOBの

心のよりどころ"や まざと"を お送り頂きあり

がとうございます。現役への連絡係を清水君が

受け継いてくれているようで何よりです。

北海道に入植し、エゾジカが家のまわりを走

り回つているような生活を送つています。本来

なら、グル経験をいかして楽しみたいところで

すが、研究などに追われ余裕が持てず、フラス

トレーションが溜まる生活をしております。現

在のところゲル経験がいかせるのは、お酒の場

のみとなっています。

今後、余裕が出ましたら、道東を中心に北海

道てゲル的活動をしていきたいと思います。そ

の際は、何らかのご報告ができればと思ってい

ます。それでは、今後ともよろしくお願いしま

す。
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